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　今回の学校だよりは、授業参観、ＰＴＡ総会、部活動保護者会、いじめ・命を考える日「人権集会」、

クサック村訪問団員募集、体育大会練習、生徒総会、なるほどthe World!です。

ふるさとを愛し、

自信と誇りをもち

未来を拓く子どもの育成かなやま 学力･心力
体力･労力

文責 校長 横山

４月２５日(金)午後からの授業参観及びＰＴＡ総会、部活動保護者会を開催いたしましたが、多くの保護

者様に御参観、御参加いただきました。誠にありがとうございました。１つずつ学年が上がった生徒たちの

授業中の様子はいかがでしたでしょうか。皆様の御参観に、生徒たちは、（いつも頑張っていますが……）

より一層授業中の学習活動を頑張っていたように感じました。ＰＴＡ前会長様をはじめ旧役員の皆様には、

子どもたちのためにできることを!!とＰＴＡ活動を精一杯行っていただきました。心より感謝申し上げます。

ありがとうございました。これからも、お力添えをいただきますようお願いいたします。また、新役員をお

引き受けいただいた皆様、本当にありがとうございます。これからどうぞよろしくお願いいたします。

５月７日（水）、今年度初めての「いじめ・命を考える日」として人権集会を行いました。三瀬中学校で

は、毎月１日を「いじめ・命を考える日」として、集会を行っています。

今回は、「相互理解、寛容」をテーマに、自身が大学生であった頃の経験から、学んだこと・考えたこと

を通して、生徒たちにこれまでの自分を振り返ったり、これからの自分の行動について考えたりすることの

できる話をしてくださいました。

特別支援教育について学ぶサークル活動の宿泊研修で、耳が聞こえず、話すことができないハンディ

キャップを抱えたお子さんとその母親との出会いを通して、「全ての人がいろいろなものを抱えて生きてい

ること」を感じ、相手をよりよく理解するために、その人の背景を知ることや何を求めているかを知ること、

考えることの大切さを学んだことを話してくださいました。

童謡詩人である金子みすゞさんの有名な詩に、「私と小鳥と鈴と」があります。詩の終わりに「みんなち

がって、みんないい」あなたはあなたでいいとうたっています。私たちは、生まれた時にはほとんど何もで

きず、何も知らなかったにもかかわらず、少しできることや知っていることが増えてくると、できない人や

知らない人を差別してしまいがちになります。

みんな素晴らしい個性をもっています。いろいろなものの見方や考え方があることを理解し、寛容の心を

もって謙虚に他に学び、自らを高めていってほしいと願っています。

生徒たちが、どんなことを考え、自分を振り返ったのかなどは、ぜひ家庭の中でも話題にしてみてくださ

い。

８月２６日（火）から９月３日（水）までの９日間、フランスのクサック村を訪問する親善訪問団員に

ついて、１、２年生を対象に募集しています。いったん５月２日に募集締め切りをしましたが、希望があ

れば、ぜひお知らせください。特に、２年生にとっては、この事業での訪仏ラストチャンスとなります。

来年度のホームステイ受入については、負担にならないように主催者側で調整していく予定とのことです。

どうぞよろしくお願いいたします。



　次号は、体育大会特集、芋苗植えを掲載する予定です。

４月３０日（水）の結団式を終え、５月１日（木）より、体育大会の練習が始まりました。

今年度の三瀬校・三瀬村合同体育大会スローガンは、「View of the top ～思い出に最高の１ページを

～」です。View of the topは直訳すると頂上の眺めです。

まだ１週間しか練習してないとは思えないほど、赤団、青団ともに、ICT機器を駆使しながら、自分たち

で協力して懸命に練習を頑張っています。

今回は「似ている英語」について紹介します。一緒に考えてみてください。

終わりを意味する言葉は英語で何でしょうか？ きっと「end」と「finish」 が思い浮かぶかと思います。

どちらもよく知られた単語ですが、この違いは、「finish」はやり遂げているという点にあります。マラソン大会のゴールに

は、Finishと書かれています。まさに、やり遂げたことを表しているんです。

英語の授業の中で、同じような意味をもつ言葉を学ぶ際に、ぜひ辞書やネットで検索をしてみてください。なるほど～という

情報と出会えますよ。

５月８日（木）に生徒総会を行いました。写真は、生徒会本部、議長団、質問の様子です。

生徒総会は、生徒会の一員として参加し、その年度の活動方針や予算などについて話し合う最高決議機関

です。生徒会活動は、生徒全員が参加し作り上げていくものだということを自覚し、みんなが生活する学校

をよりよくしていくためにはどうすればいいか、自分たちにできることを考え、行動してほしいと願ってい

ます。

特に３年生のみなさん、先輩の活動の様子は後輩のモデルとなります。生徒会の任期も長いようで短くも

あります。やりたいことにぜひ取り組んでください。応援しています！！


